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孔子廟と中華民国
現在の台北孔子廟は、清朝末期に「台北府文廟」として建
立され、日本統治期に荒廃したものを、有志らが現在の地
に新たに建設したものです（着工：1927年、竣工：1939
年）。戦後、国共内戦を経て中華民国政府が台北市に置
かれ、後には台北市が孔子廟の管理、運営をサポートする
ようになりました。また、中国大陸での「文化大革命」に対抗
した「中華文化復興運動」が台湾で展開されるなか、台北
孔子廟および孔子を祀る祭礼としての釈奠（釋奠）は、中華
文明の正統な継承者としての「中華民国」の存在をアピール
する重要な舞台のひとつになりました。民主化を経た現在
の台湾では、政府が儒教、孔子廟、釈奠を強調することは
少なくなりました。しかし、台北孔子廟は現在でも、中華文
明の継承と国家統治の正統性をめぐる議論の中で儒教や
釈奠が果たしてきた役割を考えさせてくれる、貴重な存在だ
と言えます。

「儒教」とは、日本の道徳にも強い影響を与
えた、「礼」や「孝」を基調とし様々な「徳」を
重んじる、中国由来の考え方です。学問とし
ての側面を強調する場合は「儒学」とも呼ば
れます。儒教の原型となる思想を説いたの
は、今から2500年以上前に中国の魯に生
まれた孔子です。孔子は、中国史において
長らく「先聖」（古の聖人）・「先師」（古の教
育者）として祭祀されてきました。この孔子
を祀っているのが孔子廟です。孔子廟は、
「文廟」・「孔廟」・「聖廟」などとも呼ばれま
す。

儒教とは？

2.
孔子（BC552-BC479）は、いまから2500

年以上前、中国・春秋時代の後半に生きた
人物です。孔子は、周王室の力が衰えて諸
勢力が覇を競う群雄割拠の時代に、伝統に
則った「礼」や「孝」そして様々な「徳」の重要
性を唱え、徳を修めた「君子」による政治と
いう理想を追求しました。孔子は故郷の魯
（現在の山東省一帯）で要職に就いて理想
の実践を試みましたが、それは思うようには
進みませんでした。孔子はその後、これまで
以上に後学の育成に努めるようになり、最
後は弟子たちに見守られて74年の生涯を閉
じました。

孔子ってどんな人？

1.
漢代以降の歴代王朝が儒教を重んじたこと
で、孔子は次第に「先聖」・「先師」として広く
崇められるようになりました。隋代には科挙
が開始され、その後に続いた唐代以降に
は、都および全国の学・廟で孔子を祀り定
期的に祭祀する制度が整えられました。こう
して孔子は、歴代王朝によって祭祀される
重要な対象のひとつ、そして各王朝を支え
る官僚層の崇拝対象となりました。国の都
や地方に設けられた学・廟で孔子を祀るとい
う制度は、朝鮮、日本、琉球、ベトナムなど
にも影響を与えました。台北孔子廟では毎
年春と秋に、様々な祭品を供え、「楽」（音
楽）や「佾舞」（舞踊）を用いて孔子を祀る祭
礼（3月「春祭」／ 9月「釈奠」）が催されてい
ます。

孔子廟の意味は？
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